
質問書回答 

2016年 4月 11日 

「（案件名）スーダン国プライマリーヘルスケア拡大支援プロジェクト 

 （公示日：2016年 3月 23日／公示番号：160060 ）について、質問の回答は以下のとおりです。 

 

通

番 
当該頁項目 質問 回答 

1 第 2 業務の目的・内容に関

する事項 

５.業務の内容実施方針及

び留意事項 

(5)「カウンターパートの本邦

における研修」 

（JICAより通知事項） 本邦研修について、当該項目を以下のように変

更いたします。 

「技術移転の一環として 2016 年度、2017 年度、

2018 年度にそれぞれ一回ずつ本邦研修の実施を

予定している。研修対象人数は一回あたり 9 名

程度とし、研修期間は 3 週間を想定している。

現時点で想定している研修内容は母子保健と保

健行政能力強化をテーマに、沖縄の医療・公衆

衛生の制度や歴史、保健行政・政策、母子保健

に関する取り組み等についての講義や関係機関

の視察、PCM 手法に関する演習等。研修の実施は

沖縄を予定しているが、研修期間中に東京の関

連施設・機関への訪問も含める予定。 

2016 年度については 9 月頃の実施を予定してい

るが、本研修の企画・実施に関しては業務実施

契約に内包化せず、別途 JICA が研修実施機関と

研修委託契約を締結して実施する予定である。

また、2017 年度以降の研修に関しては、契約に

内包化するか否かはプロジェクト開始後に検討

することとし、研修実施に関する経費がある場



通

番 
当該頁項目 質問 回答 

合は別見積りとすること。同研修の実施が本業

務契約の枠外となる場合においても、コンサル

タントは当該研修の趣旨を十分理解し、当該案

件にかかるJICAの意向を確認しつつ候補者の人

選および研修内容についてカウンターパート機

関に助言し調整する。また、受入に係る要望調

査票および要請書（アプリケーションフォーム）

の作成並びに本邦における研修に協力するこ

と。」 

2 第 2 業務の目的・内容に関

する事項 

２.プロジェクトの概要 

(9)「プロジェクトスケジュー

ル（協力期間）」 

及び 

第 3 業務実施上の条件 

１.業務工程計画 

(1)「業務工程」 

指示書 P.15「(9)プロジェクトスケジュール」では、本案件の

協力期間が「2016 年 6 月～2019 年 5 月」となっています

が、指示書 P.30「(1)業務工程」では、「2016 年 5 月下旬～

2019年 6月中旬」となっております。ご確認をお願い致しま

す。 

「協力期間」は専門家派遣後の現地における業

務期間を指し、「業務工程」は現地派遣期間前後

の国内準備期間・帰国後整理期間を含む全ての

業務期間を表しています。本案件は 2016 年 6月

上旬の専門家派遣を予定しており、左記のよう

な表記としております。 

3 第 2 業務の目的・内容に関

する事項 

６.業務の内容 

(9) 「 コ ミ ュニテ ィ助産師

(CMW)への現任研修と助

産師キットの供与」 

【成果 2に関する活動】の「(9)CMWへの現任研修と助産師

キットの供与」に関してですが、助産師キットの費用につい

ても、今回の本見積りに含めるという理解でしょうか（別見

積りではないのでしょうか）。（というのも、900名に助産師キ

ットを配布する場合、機材費として明らかに 1500 万円を超

過すると考え事務所調達となるのではと考える次第です。） 

助産師キットの費用は 900 名分の機材費で

1,500 万円を超過しない想定でいるため、本見積

りに含めることとします。また、当該項目の末

尾に以下の文を追記します。 

「また、助産師キット供与にかかる費用として、

1,400 万円を計上すること。」 

以上 


